
4 5.長焦点カメラ,およびフォルカラーフィルム等の活用に 

よる林分構造の解明

t試験担当者

本場経営部航測研究室長 中昼 厳ほか

2•試験目的
林分械造の理状,その成因や経過蛙関迷をおよぼす璧因を適確にとらえ,写我利用による森林 

の浄営.围士保全,その他の部舟精度な髙め効率化を計るために,長焦点カメラおよびフォー 

ルスカラー等,航空写真の新技術,ffiW析苹法等の活甲法を開発する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

北海道夭然林について,昭れ4 3年度トムラウシ址区の広角カメラ作よるフォールスカラー航 

空写真撮影と頊她誹杏を実施し写真利蛆による林分の現況と推移を効率よくとらえる調査方法を 

研究し,写真情報とその数妙析によって,材秋,成長爲,祜拐怦を特度高く得られる方法を明 

らか忙した。引きつづき昭和4 4年度には,林況を異にした本別勲区の长焦点カメラによる撤若 

と現地譯有を実施し,前年度成果を参照として林分楸造の差による要因の変化,天然林の普否的 

性質等を検都し,更に,これらの悄報をもっとも遍切K利用した予測法を研究した。その結果, 

それぞれの林況に応ずる林•上からの観測理因を林況,立地条件から理宏し,それによる材質, 

生芬景,枯搜なの予那スコア表を作成した。

また,内地人H林については前橘避林局管内,白河国有林のフォールスカラー撤影と現地調査 

をおこない,樹種別,季節另肘)色調差による森林判読効果を解析中である。

4.昭和4 5年度の試験計画

北海道トムラウシ,および本別址•城森林について作成した材壻,枯損,生畏飛の予制教値表を 

再検肘し写真•即測矽网)測定誤差,沸俸能密を勘案した再編集をおこない,写真上に区画したク 

オードラート目每の林分推定を実施し・その結果を現址調奁により磴器する。

写真クオドラートはトムラウシはライン状に,本別地域は一個・鼬全面を対称とし,それぞれ 

の推定結果を現地標本,標本訓斉法の夫々の値と検討。精度,エ車水た調杳目的に我ほするクオ 

ート•ラートの大きさの解明を計る。

フォールスカラー7ほ自休については従来までに明らかにされた榭繆判定,卅床条件判定•生長 

活力判定警に対する効果を色羌渊定にょって,数値的に明らかにし,発色条件の研究を進める。
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4 4.地位指数の調査方法

1. 試験担当者
本埸経営都経曾第二科長 西沢 正久ほか

土じょう部土じょう第三研究室 共 同

2. 試験目的

数策化班齢を用いて土じ2う因子や環境因子から灿位指散を推定する場合の址位指数は,固定 

標律地の資料を甚にするが,簡単には暫定プロフトかまたは樹辞腳による地位指故曲線を用い 

て外的基準として与えられるのが普通である。適合のよい地位指散曲紐の2J択士じょう型による 

ガイト・カープの形の相違,部定プロハによる址位指数曲線と倒餘解析による址位指故との相違・ 

各ボイントの地位拘敬と士じx 5因子や環境因子との結びつき鐘の問題を究明して妥当な地位指 

数の決京を確立する。また新林の澜定を士じ“訥査および航空写其による加I定と結びつけて総 

合調査として終世案に必要な情報が実用的に待られる方法を検肘すること。

3. 昭和4 4年度の経過とえられた結果

1)前橋営林局草裡営林署管内のカラマツの12 8個のブロ,トによる址位指数曲線と樹样解析 

木忙よる拙位指教的耕!の比較を行なった。また,ブロ ットごとの成球を成通資料により新 

算した。円形ブロフト法とポイントサンプリング法の比較を7 〇個のデータで行ない本散推定 

以外に両者に差がなく №3？時間を・慰にいれるとポイントサンプリングがすぐれていることが 

わかった〇

炬形ブロ・ト法とポイントサンブリング法との比鮫と共田「ブロント法対ブロ ットレス法」 

として林学朝東支都に発表,更に追加咅t算した本のを「ブDアトサンブリソク対ポイントサ 

ンプリング」として研究組代K発表や定。

2 )束京営林岡水窪営林署借内のスギ林分の調窈は68点,35本の樹幹解析を行ない浒112 

点,7 3本の松幹解析を行なった。

この樹#解析木による7 3本の資料で址城別に堆位線を作成し,现在プロブトによる 

址位指数曲線を作成中である。

4. 昭和4 5年度の試験計画

当初酎両3ブロックメ3令菽x 2桝謀x 3堆位x 3反復=162点 162-112 = 50点 

不足のため水窪饪林礬において前年度同槌の訓責を行なう。


